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　データヘルスは、「日本再興戦略」の中の国民の健康寿命を延ばす取り組みの1つです。
みなさんの健康の保持・増進と疾病予防を推進するため、健保組合が蓄積してきた健診結果
や診療報酬明細書（レセプト）の電子データなどを活用して、効果的・効率的な保健事業を
行うことを目的としています。

データヘルスの基礎知識

わが家でもできるデータヘルス

《食べたものをメモする習慣を！》

【データの分析・活用】

食事のデータをとって改善点を探ろう

　毎日食べたものをメモすることで、食品や栄養
の偏りをチェックできます。自分の食生活を振り
返るとともに、とり過ぎている食品を減らし、足
りない食品を補ってバランスを整えるために活用
しましょう。メモ帳や携帯電話、スマートフォン
など毎日持ち歩くものを使って記録するのがおす
すめです。

蓄積したデータを分析し、
健康の保持・増進に役立てる考え方。
この考え方こそが、データヘルスです。

受診状況・服薬状況などを把握 生活習慣病リスクを経年変化などで把握

他の健保組合や事業所同士の比較で、健康状態や医
療費の特徴などを分析要治療を放置している人、治療

をやめた人など、生活習慣病予
防や医療費の適正化に効果が高
い対象者を抽出。それぞれの状
況に応じた情報提供、保健指導、
受診勧奨など、効果的で効率的
な保健事業を実施します。

＜分析可能項目＞
①健診・レセプトのデータ分析による
　健保組合・事業所の健康特性を把握
　（生活習慣病リスク、特定健診・
　特定保健指導実施率など）
②レセプト分析による健保組合・
　事業所の医療費特性を把握
③意識づけ、保健指導等の
　ための分析
　（高額医療、重複・
　頻回受診者の抽出など）

みなさんの健康情報・医療情報を電子データで保有

レセプト情報 各種健診結果の情報

みなさんの健康についての課題を分析分析結果に基づき、
適切な保健事業を実施

健保組合

分析活用

 電子データ

この事業所は
血圧値が高い
人が多いわ

ええと、
昨日の飲み会で
食べたものは…

揚げ物ばっかり！
だからお腹が
出るんだよ

今日は野菜の
さっぱりメニューに
しましょう


